
環境経営レポート

             エコアクション21

   作成  2023 年  3 月 1 日    

   （活動期間 2022年 1 月～2022 年 12 月）

 高千穂土木株式会社



１ ． 組織の概要     ・・・・・・･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 頁

※事業所名及び代表者氏名

※所在地

※事業の概要

※事業の規模

※推進組織図

２ ． 対象範囲      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 頁

※対象範囲

※環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

※レポートの対象期間

※レポートの発行日

３ ． 環境経営方針      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 頁

４ ． 環境経営目標      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 頁

５ ． 環境経営目標の実績  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 頁

６ ． 環境経営計画の取組結果とその評価    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 頁

７ ． 環境経営計画の次年度の取組内容     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 頁

８ ． 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

  並びに違反、訴訟の有無  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 頁

９ ． 代表者による全体評価と見直しの結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 頁

《目 次》



１． 組織の概要

土木工事業、とび・土工工事業、菅工事業、舗装工事業、
水道施設工事業、解体工事業

2022年度 2021年度 2020年度
16 16 16
29 18 39

92.74 92.74 92.74
353.19 353.19 353.19

900 900 900

  委員長 甲斐和幸
  メンバー 飯干好光

田崎嘉幸
工藤佐江子
橋本加代子

工事部門（社内）

社  員

飯干好光         橋本加代子

工事部門（現場）       総務部門
飯干好光 田崎嘉幸       工藤佐江子

※ 推進組織図
代 表 者
甲斐和幸

EA-21委員会 EA-21責任者         EA-21事務局

資本金  1,500万円

活動規模

倉庫床面積（ｍ2）
資材置場面積（ｍ2）

 〒882－1101

電話  0982-72-2365    FAX  0982-72-6025
E-mail   takachiho.doboku@proof.ocn.ne.jp

※ 事業の概要

従業員数（人）
工事等の件数（件）
事業所床面積（ｍ2）

※ 事業の規模
創業  昭和32年2月15日

※ 事業所名及び代表者氏名
          高千穂土木株式会社
            代表取締役  甲斐 和幸

※ 所在地

本社  宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井6293-2

 1



2． 対象範囲

対象組織・・・・・・・・・・ 全社（関連事業所なし）
対象活動・・・・・・・・・・ 建設業

    2022年1月～2022年12月

    2023年 3月 1日
※  レポートの発行日

  ・土木工事業  ・とび土工工事業  ・舗装工事業

※  レポートの対象期間

※ 対象範囲（全組織・全活動）

  ・管工事業  ・水道施設工事業  ・ 解体工事業

                ＦＡＸ  0982-72-6025

※  環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者    飯干 好光
担当者          橋本 加代子
連絡先          電話  0982-72-2365
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１．高千穂土木株式会社は、建設業としての事業活動を通じて、環境経営マネジメントシステム
を構築し、環境目標・環境活動計画を定め継続的な改善に努めます

２．関連する環境の法規制を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等の要請に協力します

３．建設工事に於いて環境に与える影響を削減するため、次の事項に対して優先的に取組み
ます

➀ 二酸化炭素排出量の削減
 （設備運転・空調・車両管理等による、電気使用量・燃料使用量の削減）

➁ 一般及び産業廃棄物の削減及びリサイクル化の推進
➂ ムダ抑制による節水活動
④ 地域ボランティア活動
⑤ 環境配慮型施工の推進
⑥ 工程・安全・品質管理の強化

４．環境保全に関する啓発と、地域での社会貢献活動に努めます

この環境方針は当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します

 2019年 1月 15日 改訂

高千穂土木株式会社
代表取締役  甲斐和幸

 高千穂土木株式会社は、地球環境保全が人類共通の最重要
課題であることを認識し、当社の事業活動のあらゆる分野で、
社員が一丸となり、環境に配慮した行動に努め、この自然豊
かな環境を未来に残すため、循環型社会の実現に貢献します

３．環境経営方針
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事務所

事務所

現場

全社

現場

全社

現場

事務所

現場

現場

* 環境配慮型施工の推進は、係る環境活動を徹底して実施することを目標としています。

* 2017年度～2021年度の5ヶ年実績の平均値を基準値とし、2024年までの３年間で二酸化炭素削減の目標を設定しました。

* ガソリン、軽油使用量の削減目標は、受注及び工種によってガソリン、軽油使用量が違うので

   現場ごとに環境活動計画実施状況を評価します。

* 購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力2020年の0.479を使用しています。

* ガソリンの排出係数は2.322、軽油の排出係数は2.619を使用しています。

* 建設廃棄物の削減目標は、施工計画書どおりの廃棄の遵守を目標としています。

４回／年
（地域ボランティア活動/回）

6．環境配慮型施工の推進 環境経営計画の遵守

7．工程・安全・品質管理の強化 若手社員の育成を行う

（ｋｇ） 239.4 238.2 237 235.8

５．環境保全取組実施率向上
全社 ４回／年 ４回／年 ４回／年

（ℓ） 51,970 51,710 51,450 51,190

３．建設廃棄物の削減  （ｔ） ― 施工計画書どおりの廃棄の遵守

４．一般廃棄物の削減 基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比１.5％削減

２．ムダ抑制による節水活動 基準値維持

（㎥） 49 49 49 49

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
項
目

①電力使用量の削減 基準比0.5削減

4,179 4,158 4,137 4,116

③軽油使用量の削減 基準比0.5削減 基準比1.0％削減 基準比１.5％削減

基準比1.0％削減 基準比１.5％削減

（kWh） 6,645 6,612 6,579 6,545

基準比0.5削減 基準比1.0％削減 基準比１.5％削減

②ガソリン使用量の削減 1,394 1,387 1,380 1,373

（ℓ） 2,785 2,771 2,757 2,743

１．二酸化炭素排出量の削減     
全社 148,995 148,250 147,505 146,760

（kg-CO₂)

（2022年1月～
2022年12月）

（2023年1月～
2023年12月）

（2024年1月～
2024年12月）

基準比0.5削減 基準比1.0％削減 基準比１.5％削減

４. 環境経営目標

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

年 度 別 環 境 目 標

基準値 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年

（２０17年度～２０２１年度
の5ヶ年実績平均）



* 2022年1月～2022年12月までの実績は以下のとおりです。

実施区 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 合計 評価

目標値 33,883 34,912 37,378 42,077 148,250

実績値 46,140 13,038 26,575 28,551 114,304

目標値 1,969 1,522 1,626 1,495 6,612

実績値 2,011 1,311 1,486 1,311 6,119

目標値 329 321 366 371 1,387

実績値 330 287 381 383 1,381

目標値 683 561 669 858 2,771

実績値 771 262 409 749 2,191

目標値 1012 882 1035 1229 4,158

実績値 1,101 549 790 1,132 3,572

目標値 11,680 12,270 13,057 14,703 51,710

実績値 16,274 4,252 9,175 9,658 39,359

目標値 13 10 12 14 49

実績値 14 12 23 13 62

目標値

実績値 47.68 11.74 102.82 178.46 340.7

目標値 55.7 61.3 61.1 60.1 238.2

実績値 55.1 66.3 62.6 64.8 248.8

目標値

実績値 1 0 2 2 5

実績値 現場

実績値 現場

※下記の表の基準により評価しました

◎ △
○ ×

※全社の灯油やLPGを含めた二酸化炭素総排出量は115,814 kg-CO2 です。 

〇

ボランティア活動
（回）

全社 ◎100.0%

95.7%

４/年

×

建設廃棄物
（ｔ）

現場 ◎

79.0%

100.0%
施行計画書どおりの廃棄を遵守しました

◎

軽油使用量
（ℓ）

現場 ◎

ガソリン使用量
（ℓ）

全社

現場

◎

◎

100.4%

126.5%

116.4%

131.4%

◎

電気使用量
（kWh）

事務所 ◎

達成率

129.7%

108.1%

80％～90％

―

区分

二酸化炭素排出
量（kg-CO₂)

全社

事務所

90％～100％ 80％以下

５．環境経営目標の実績

工程・安全・品質管
理の強化

若手社員の育成を行う

水使用量
（㎥）

事務所

環境配慮型施工

一般廃棄物
（ｋｇ）

事務所

環境経営計画の遵守 ―

総合計の達成率評価基準
100％以上

 5



６．環境経営計画の取組結果とその評価

環境目標

取組実績 活動内容

148,250
kg-CO2

114,304
kg-CO2

①不在や昼休み時の電気消灯の徹底

②空調温度管理の徹底（20℃、28℃）

③照明器具の定期清掃

④扇風機の併用や外気の調整等でエアコンの
   利用を抑制している

 ガソリン(全社)
4,158 ℓ ①エコドライブの徹底（アイドリングストップ）

 ガソリン(全社)
3,572 ℓ

②車輌の燃料使用量と走行距離の記録による
   燃費管理と意識向上

③日常点検の徹底

軽油
51,710 ℓ

④重機のアクセル8割運動の推進

軽油
39,359 ℓ

⑤段取り良い前準備で忘れ物などをなくし、
   折り返し運行の撲滅を図る

49 m3 ①節水シールの貼付や節水の呼びかけを行う

62 m3 ②定期的な漏水点検

①管理票による適正処理

②廃棄物の分別の徹底

③再資源廃棄物の再資源化の推進

④こまめな資材発注による残余材発生抑制

⑤残余材持ち帰りによる再利用の推進

238.2 kg ①廃棄物の計量と記録

248.8 kg ②廃棄物の分別徹底によるリサイクルの推進

③コピー用紙などの節減（ペーパーレス化、裏紙使用など）

①地域ボランティア活動参加

②会社独自のボランティア活動

③現場付近や事務所周辺は常に清掃し、整理整頓に
   努めている

①環境配慮型重機の使用

②建設機械のアイドリングストップ

③環境配慮資材の購入・使用

①施工計画書に基づいた現場作業の徹底

②工事成績評定点83点以上を目指す

③若手社員の育成を行い人材不足を補う

工事部

７．環境配慮型
施工の推進

8．工程・安全・品
質管理の強化

４回／年

環境経営計画
の遵守

若手社員の
育成を行う

工事部

総務部

工事部
施工計画書どお
りの廃棄の遵守

6,612
kWh

6,119
kWh

責任区

５．一般廃棄物
排出量の削減

６．環境保全取
組実施向上

EA-21事務局

EA-21事務局

取組項目

省エネ活動の推進 全部門
二酸化炭素排
出量の削減

１．電気使用量
の削減

２．燃料使用量
の削減

３．節水活動

４．建設廃棄物
排出量の削減

全部門

全部門

取組結果と評価

夏場は扇風機、冬場はストーブとの併用でエアコ
ンの稼働の抑制を行った。
またエアコンも入れ替えした結果、電気使用量の
削減の目標達成ができた。
今後も継続して取り組んでいく。

県外での土工事及び通勤が終了したことにより
燃料使用量が減少した。
現場での燃料使用量は工事の内容で大きく左右
されるため、今後も環境経営計画に沿った取り組
みを行う。

台風災害の復旧作業後ﾀﾞﾝﾌﾟ、重機等の洗車で
水道水を使用した。その為水の使用量が増加し
た。
今後の定期的な漏水点検や節水の呼びかけを続
ける。

今回の取組においては省エネ活動の目標の達成
ができた。今後も省エネ活動の推進を続けてい
く。

各工事ごとに産業廃棄物管理票（マニフェスト）を
作成し適正処理を行っている。
今後も施工計画書どおりの廃棄を遵守する。

書籍等の資源ごみの廃棄物が増加した。
今後も計量と分別を徹底し一般廃棄物の
排出量削減に努める。

今年は土木の日イベントでふれあい祭が
復活し参加した。その他のボランティア活動もコロ
ナ
対策を心掛け参加した。

施工計画書に基づいた現場作業を行い工期内完成を
目指した。
また、若手社員の育成として一級土木施工管理技士資
格試験の準備講習会受講や本試験の受検を行った。
今後も若手社員に必要な講習の受講を勧め人材不足
を補うようにする。

環境配慮型の重機を使用し工事の施工を行っ
た。
今後も環境配慮型重機の使用や環境配慮材の
購入・使用に努める。
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取組項目 環境目標 活動内容

二酸化炭素排
出量の削減

147,505
kg-CO2

省エネ活動の推進

①不在や昼休み時の電気消灯の徹底

②空調温度管理の徹底（20℃、28℃）

③照明器具の定期清掃

④扇風機の併用や外気の調整等でエアコンの利用を抑制している

①エコドライブの徹底（アイドリングストップ）

②車輌の燃料使用量と走行距離の記録による燃費管理と意識向上

③日常点検の徹底

④重機のアクセル8割運動の推進

⑤段取り良い前準備で忘れ物などをなくし、折り返し運行の撲滅を図る

①節水シールの貼付や節水の呼びかけを行う

②定期的な漏水点検

①管理票による適正処理

②廃棄物の分別の徹底

③再資源廃棄物の再資源化の推進

④こまめな資材発注による残余材発生抑制

⑤残余材持ち帰りによる再利用の推進

①廃棄物の計量と記録

②廃棄物の分別徹底によるリサイクルの推進

③コピー用紙などの節減（ペーパーレス化、裏紙使用など）

①地域ボランティア活動参加

②会社独自のボランティア活動

③現場付近や事務所周辺は常に清掃し、整理整頓に努めている

①環境配慮型重機の使用

②建設機械のアイドリングストップ

③環境配慮資材の購入・使用

①施工計画書に基づいた現場作業の徹底

②工事成績評定点83点以上を目指す

③若手社員の育成を行い人材不足を補う

４回／年

環境経営計画
の遵守

若手社員の
育成を行う

8．工程・安全・品
質管理の強化

工事部

６．環境保全取
組実施向上

EA-21事務局

７．環境配慮型
施工の推進

工事部

５．一般廃棄物
排出量の削減

EA-21事務局237.0 kg

３．節水活動 総務部

４．建設廃棄物
排出量の削減

工事部

49 m3

施工計画書どおり
の廃棄の遵守

２．燃料使用量
の削減

全部門

７．次年度の環境経営目標と環境経営計画

責任区

１．電気使用量
の削減

全部門

全部門

6,579
kWh

ガソリン(全社)
4,137 ℓ

軽油
51,450 ℓ
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関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。

また、関係当局からの指摘、及び地域住民からの訴訟もありませんでした。

法規名 評価

順守

順守

順守

順守

順守

順守

順守

順守

該当なし

該当なし

フロン排出抑制法 順守

騒音規制法 該当なし

振動規制法 該当なし

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

取り組みます。

また、環境教育を通じ、社員の意識の向上を図り目標達成に努めます。

今後も環境経営計画を遵守し、環境経営目標達成に向け社員一丸となって

特定建設作業の実施の届出

特定建設作業の実施の届出

廃棄物処理法

建設リサイクル法

大気汚染防止法
計画書の提出

解体工事時の措置

簡易点検の実施

多量排出事業者 計画書、実施書

保管場所の掲示

発注者への書面による計画等説明、完了報告

必要事項を都道府県知事に届け出

分別解体、再資源化促進、再資源使用

８.環境関連法規等の遵守状況の確認
及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

該当する要求事項

委託契約の締結

マニフェストの交付、保管義務

産業廃棄物管理票交付等状況報告書
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